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　 講義 （周麻酔期）必須科目

非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(医科学)･医科, ＭＳ２５カリ(医科学)･医科, ＭＳ２４カリ(医科学)･医科, ＭＳ２３カリ(医科学)･医科

【医科学】幅広い知識を基盤とし、最新情報を収集・分析する 患者に合わせた適切な周術期管理について説明できる。
ことにより、社会のニーズに適応した行動をとることができる。

⇔

(2)授業の概要 看護において周術期とは，患者の手術が決定した時から，手術後，通常の日常生活が送れるようになる
までの期間である。
また，麻酔科学において重要な領域である，集中治療，緩和ケア，ペインクリニックにおける科学的根
拠に基づく周麻酔期看護を実践することが必要である。
そのため本授業は，術後の麻酔管理の学びを通し，それらに必要な基礎知識の習得を目的とする。

担当教員の麻酔・周術期医療の実務経験，科学的根拠を含む知見を活かした授業を行う。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

・高齢者，産科，小児，がん患者などへの麻酔について基本的な知識を習得できる。
・高齢者，産科，小児，がん患者などへの周麻酔期看護ケアについて知識を習得できる。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

・高齢者，産科，小児，がん患者などへの麻酔について基本的な知識を学ぶ。
・高齢者，産科，小児，がん患者などへの周麻酔期看護を学ぶ。

(5)授業計画 １．中枢・末梢神経系の問題
２．体温とシバリングと出血性合併症
３．呼吸・循環・急性腎障害の問題
４．術後痛
５．術後悪心・嘔吐
６．絶飲食解除，安静度
７．集中治療における麻酔管理（１）
８．集中治療における麻酔管理（２）
９．緩和医療（１）
10．緩和医療（２）
11．ペインクリニック（１）
12．ペインクリニック（２）

(6)授業の進め方 講義を中心とするが，課題を学生が調べ，プレゼンテーションを課す場合がある。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

別途，提示する。

(8)成績評価の方
法

試験，プレゼンテーションの内容，レポート，参加度を総合評価し，60％以上を合格とする。

(9)成績評価の基
準

試験では授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「水準にある：良」，応用問題が解ければ「や
や上にある：優」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある：秀」と判断する。
レポートやプレゼンテーションについては、(ⅰ)課題のまとめ方の内容や発表内容から問題の設定が適
切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題にどのような課題があるのかを指摘
できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法を適切に把握できており，(v) そ
の上で自分の見解を提示できており，(i) から(v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある：秀」，
４項目までできていれば「やや上にある：優」，３項目までできていれば「水準にある：良」と判断す
る。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

質問、相談については適宜対応する。メールも可能。
麻酔科代表：masui@shinshu-u.ac.jp

・周麻酔期看護学生対象科目。

＊内容が変更になることがある。

【テキスト，教
材，参考書】

日本麻酔科学会・周術期管理チーム委員会編：周術期管理チームテキスト第4版，公益社団法人日本麻酔
科学会
その他，別途，指示する。


